


ごみの減量化と資源のリサイクル化など
ごみ対策の充実

犬、猫などペット動物によるフン害の防止

不法投棄などの監視活動の強化

水質汚濁等の監視活動の強化

事業者に対する環境保全の指導の実施

環境保全のための情報の提供

町民などが行っている環境保全活動の支援

町民などのリサイクル運動に対する支援

民家の生垣や庭木による緑化の推進

里山や山林の保全、整備

河川などの水環境の保全

まちの美化や清掃運動の推進

環境にやさしい製品の購入の促進

省エネ対策と自然エネルギーの利用の推進

環境条例など制度的な枠組みの整備

その他

わからない

育児休業など子育てと仕事を両立できる
職場環境づくりの促進

未満児医療、学童保育など
保育サービスの充実

新生児医療、小児救急など医療の充実

公園など子どもを安心して遊ばせる
ことができる施設の整備

子育て家庭への経済的な支援の充実

育児に関する相談体制の充実

地域ぐるみで子育てを支援する体制の整備

わからない

その他

わからない

その他

高齢者が気軽に参加できる
スポーツ事業などの健康増進事業

高齢者が気軽に参加できる
生涯学習活動などの生きがい事業

高齢者の働く場の確保、
就労あっせんなど支援の充実

健康診断、栄養指導など健康づくりの推進

寝たきりや一人暮らしの高齢者に対する
在宅福祉サービスの充実

老人ホームなどの入所施設の整備

ディサービスやショートスティなどの
短期入所施設の整備

老人福祉センターなどくつろぎの場の整備

年金制度や老人医療制度など社会保障の充実

移動手段確保のため、コミュニティバスなど
公共交通機関の充実

高齢者の生活に配慮した住宅の建築や
改装に対する助成の充実

段差解消など高齢者の利用に配慮した
公共施設の整備の推進

高齢者に対するボランティア組織の育成

少人数学級、複数教員による指導など
少人数教育の推進

小中一貫教育、２学期制などの
新しい教育システムの導入

近隣学校との集合指導や交流学習により
小規模校の活性化

小規模校を適正な規模とするため
学区の再編の推進

小規模校を適正な規模とするため統廃合の推進

ボランティアなど体験的、
実践的な学習の機会の増加

社会体験、自然体験などの機会の増加

国際化に対応できる
コミュニケーション能力の育成を推進

情報化社会に対応できる
情報活用能力の育成の推進

地球環境を守る意識や実践力を養成する
環境教育の推進

わからない

その他

生涯学習、生涯スポーツに関する
情報提供と相談窓口の充実

講座や講習、スポーツ教室などの専門分野の
高度な学習機会の提供

情報通信技術(ＩＴ)を活用した学習システムの整備

新たな生涯学習施設、スポーツ施設の整備

既存の生涯学習施設、スポーツ施設の設備の充実

学校の教室(余裕教室や特別教室)施設の開放

社会教育主事(町職員)など専門職員の充実

学習成果を活かした地域づくりや
社会参加活動の促進

生涯学習、生涯スポーツなどの指導者の育成

その他

わからない

役場への届出、申請などの手続きを、インターネット 
により自宅や職場からできるようにする ※1

ケーブルテレビの導入により自宅で行政情報や
災害情報を見れるようにする　※2

公共施設の利用予約をインターネットにより
自宅や職場からできるようにする　※3

税金や使用料などの支払を、インターネットにより
自宅や職場からできるようにする

町のホームページから取り出せる
町政に関する情報の質と量を向上させる

電子メールで町政に関する情報が
定期的に届くようにする

自宅や職場でインターネットを利用できなくても、公共
施設やコンビニエンスストアに専用端末を設置して、
※1～3についてのサービスが受けられるようにする

自宅や職場でインターネットを利用できなくても、
必要な情報が簡単に入手できるような仕組みをつくる

光ファイバー回線などの通信基盤を整備し、
高速で大量の情報を送れるようにする

その他

わからない

公共施設の統廃合を進める

行政がやるべき業務の範囲を見直す

町の助成金、補助金の制度を見直す

公共施設の運営を民間や
町民団体に委託する

公共施設の使用料を見直す

行政組織をスリムにし、
人件費などを抑制する

民間の経営感覚を見習い、
さらに経費を節減する

行政評価や政策評価
システムを導入する

行政サービスの提供にあたり、
負担能力(所得など)を考慮する

その他

わからない

アンケート等によりできるだけ
数多くの町民の意見を聞く

各種の委員会審議会の公募委員の数を増やす

意見、要望を話し合う町政懇談会などの
開催数を増やす

各種計画についての情報公開
(広報、ホームページなど)を充実させる

ＮＰＯ法人などの非営利団体に対し
町が何をできるか意見を聞く

その他

わからない

ごみの減量化と資源のリサイクル化などごみ対策の充実
％が最も多く、次いで 不法投棄などの監視活動の強化
％、 省エネ対策と自然エネエルギーの利用の推進 ％

と続きました。

ごみの減量化と資源のリサイクル化などごみ対策の充実
％が最も多く、次いで 不法投棄などの監視活動の強化
％、 省エネ対策と自然エネエルギーの利用の推進 ％

と続きました。

年金制度や老人医療制度など社会保障の充実 ％が最も多
く、次いで 高齢者の働く場の確保、就労あっせんなど支援の充
実 ％、 寝たきりや一人暮らしの高齢者に対する在宅福祉
サービスの充実 ％と続きました。

年金制度や老人医療制度など社会保障の充実 ％が最も多
く、次いで 高齢者の働く場の確保、就労あっせんなど支援の充
実 ％、 寝たきりや一人暮らしの高齢者に対する在宅福祉
サービスの充実 ％と続きました。

育児休業など子育てと仕事で両立できる職場環境づくりの促
進 ％が最も多く、次いで 子育て家庭への経済的な支援の
充実 ％、 未満児医療、学童保育など保育サービスの充実
％と続きました。

育児休業など子育てと仕事で両立できる職場環境づくりの促
進 ％が最も多く、次いで 子育て家庭への経済的な支援の
充実 ％、 未満児医療、学童保育など保育サービスの充実
％と続きました。

社会体験、自然体験などの機会の増加 ％が最も多く、
次いで ボランティアなど体験的、実践的な学習の機会の増加
％、少人数学級、複数教員による指導など少人数教育の推進
％と続きました。

社会体験、自然体験などの機会の増加 ％が最も多く、
次いで ボランティアなど体験的、実践的な学習の機会の増加
％、少人数学級、複数教員による指導など少人数教育の推進
％と続きました。

既存の生涯学習施設、スポーツ施設の整備の充実 ％が
最も多く、次いで 講座や講習、スポーツ教室などの専門分野の
高度な学習機会の提供 ％、 生涯学習、生涯スポーツに関
する情報提供と相談窓口の充実 ％と続きました。

既存の生涯学習施設、スポーツ施設の整備の充実 ％が
最も多く、次いで 講座や講習、スポーツ教室などの専門分野の
高度な学習機会の提供 ％、 生涯学習、生涯スポーツに関
する情報提供と相談窓口の充実 ％と続きました。

ケーブルテレビの導入により自宅で行政情報や災害情報を見
れるようにする ％が最も多く、次いで 自宅や職場で
インターネットを利用できなくても、必要な情報が簡単に入手で
きるような仕組みをつくる ％、 役場への届出、申請など
の手続きを、インターネットにより自宅や職場からできるように
する ％と続きました。

ケーブルテレビの導入により自宅で行政情報や災害情報を見
れるようにする ％が最も多く、次いで 自宅や職場で
インターネットを利用できなくても、必要な情報が簡単に入手で
きるような仕組みをつくる ％、 役場への届出、申請など
の手続きを、インターネットにより自宅や職場からできるように
する ％と続きました。

行政組織をスリムにし、人件費などを抑制する ％が最
も多く、次いで 民間の経営感覚を見習い、さらに経費を節減す
る ％、 町の助成金、補助金の制度を見直す ％と
続きました。

行政組織をスリムにし、人件費などを抑制する ％が最
も多く、次いで 民間の経営感覚を見習い、さらに経費を節減す
る ％、 町の助成金、補助金の制度を見直す ％と
続きました。

アンケート等によりできるだけ数多くの町民の意見を聞く
％が最も多く、次いで 各種計画についての情報公開（広報、

ホームページなど）を充実させる ％、 意見、要望を話し
合う町政懇談会などの開催数を増やす ％と続きました。

アンケート等によりできるだけ数多くの町民の意見を聞く
％が最も多く、次いで 各種計画についての情報公開（広報、

ホームページなど）を充実させる ％、 意見、要望を話し
合う町政懇談会などの開催数を増やす ％と続きました。

アンケートにご協力いただきありがとうございます。
今後の中能登町総合計画策定に向けての参考にさせていただきます。

お問い合わせ 中能登企画課（鳥屋庁舎）
メール ＠



町
で
は
、
高
齢
化
が
進
み
介
護
を
必

要
と
す
る
方
が
年
々
増
え
て
い
る
状
況

で
す
。地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

お
年
寄
り
が
地
域
で
自
立
し
た
生
活
が

で
き
る
よ
う
、
介
護
に
関
わ
る
様
々
な

相
談
を
受
け
、
関
係
機
関
と
連
携
・
協

力
を
し
な
が
ら
、
安
心
し
て
暮
ら
し
て

い
く
こ
と
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

高
齢
者
や
家
族
、
地
域
住
民
か
ら
の

総
合
的
な
介
護
や
福
祉
に
関
す
る
相

談
へ
の
対
応

生
き
が
い
を
持
ち
、
自
分
ら
し

い
生
活
を
創
る
た
め
に
…

介
護
予
防
を
一
緒
に
考
え
て
み

ま
し
ょ
う

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

次
の
よ
う
な
業
務
を
行
っ
て
い

ま
す
。

介
護
予
防
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
、
介

護
予
防
事
業
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
へ
の
支
援
や
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
や
高
齢
者
に
対
す

る
虐
待
の
防
止
と
権
利
擁
護
事
業
な

ど

中能登町議会中能登町議会
月 日に金沢市で開催された、

町村議会議員自治功労表彰式で受
賞されました。

石
川
県
町
村
議
会
議
長
会
表
彰

町
村
議
会
議
員
と
し
て

年
以
上
在
職
者

上
見

健
一
（
良

川
）

伊
賀

昭
治
（
良

川
）

水
野

外
二
（
新

庄
）

石
川
県
知
事
表
彰

期
以
上
在
職
特
別
功
労
議
員

岩
井

礼
二
（
高

畠
）

西
村

秀
博
（
良

川
）

坂
井

幸
雄
（
良

川
）

若
狭

武
（
瀬

戸
）

石
端

勇
夫
（
金

丸
）

小
坂

博
康
（
徳

丸
）

谷

晃
吉
（
能
登
部
下
）

池
田

茂
雄
（
能
登
部
下
）

所
得
制
限
の
引
き
上
げ
に
よ
り
、
新
た

に
児
童
手
当
を
受
給
で
き
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
該
当
す
る
保
護
者
の
方
は
、

認
定
請
求
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

認
定
請
求
等
に
必
要
な
も
の

健
康
保
険
被
保
険
者
証
等

（
申
請
者
が
厚
生
年
金
等
の
加
入
者
の

場
合
）

所
得
証
明
書
（
児
童
手
当
用
）

（
町
に

月

日
現
在
で
住
所
が
な
か

っ
た
場
合
）

請
求
書
名
義
の
通
帳

（
郵
便
局
は
取
り
扱
い
し
て
い
ま
せ
ん
）

印
鑑

お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
福
祉
課
保
育
担
当

（
鹿
西
庁
舎
）

町
役
場
の
窓
口（
公
務
員
の
方
は
勤
務
先
）

で
、
認
定
請
求
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

な
お
、
改
正
に
伴
う
新
規
請
求
は
、
平

成

年

月

日
ま
で
受
け
付
け
た
も
の

に
限
り
、
特
例
的
に

月

日
（
ま
た
は

支
給
要
件
に
該
当
し
た
日
）
に
さ
か
の
ぼ

っ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

平
成

年
度
に
小
学
校

年
生
の
児
童

が
い
る
保
護
者
の
み
な
さ
ん

平
成

年

月

日
生
ま
れ

平
成

年

月

日
生
ま
れ

こ
れ
ま
で
、
当
該
児
童
に
係
る
児
童
手

当
を
受
給
し
て
い
た
保
護
者
の
方
は
、
手

続
き
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

平
成

年
度
に
小
学
校

年
生
ま
た
は

年
生
の
児
童
が
い
る
保
護
者
の
み
な

さ
ん平

成

年

月

日
生
ま
れ

平
成

年

月

日
生
ま
れ

こ
れ
ま
で
、
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い

な
い
保
護
者
の
方
は
認
定
請
求
、
児
童
手

当
を
受
給
し
て
い
た
保
護
者
の
方
は
額
改

定
認
定
請
求
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま

す
。こ

れ
ま
で
、
所
得
制
限
に
よ
り
児
童
手

当
を
受
給
し
て
い
な
い
保
護
者
の
み
な

さ
ん

児
童
手
当
と
は

児
童
手
当
制
度
は
、
児
童
を
養
育
し
て

い
る
方
に
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、

家
庭
に
お
け
る
生
活
の
安
定
に
寄
与
す
る

と
と
も
に
、
次
代
の
社
会
を
担
う
児
童
の

健
全
な
育
成
お
よ
び
資
質
の
向
上
に
資
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

認
定
請
求
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す

新
た
に
、
児
童
手
当
を
受
け
ら
れ
る
児

童
の
保
護
者
の
み
な
さ
ん
に
つ
い
て
は
、

平
成

年
度

月

日
か
ら
、

児
童
手
当
制
度
が
拡
充
さ
れ

ま
し
た
。

支
給
対
象
年
齢
が
、
こ
れ
ま
で
の
小
学

校

年
生（

歳
到
達
後
最
初
の
年
度
末
）

ま
で
か
ら
、
小
学
校

年
生
（

歳
到
達

後
最
初
の
年
度
末
）
ま
で
に
拡
大
さ
れ
、

あ
わ
せ
て
、
所
得
制
限
が
引
き
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。 申

請
は
窓
口
サ
ー
ビ
ス
担
当
で
お
早
め
に

平成 年度
児童手当所得制限限度額 （単位 万円）

扶養親族
等の数

児童手当
（国民年金加入者）

特例給付
（厚生年金等加入者）

人
人
人
人
人
人

扶養親族
等の数

児童手当
（国民年金加入者）

特例給付
（厚生年金等加入者）

人
人
人
人
人
人



月

日
で
任
期
満
了
の
町
議
会
議
員

選
挙
が

月

日
に
行
わ
れ
ま
す
。

告
示
日月

日（
火
）

投
票
日月

日（
日
）午
前

時

午
後

時

立
候
補
予
定
者
説
明
会

日
時
・
場
所

月

日（
金
）午
後

時

ふ
る
さ
と
創
修
館

階
研
修
室

選
挙
権
を
有
す
る
人

年
齢
要
件

投
票
日
現
在
（

月

日
）、

歳

以
上
の
方
（
昭
和

年

月

日
ま
で

に
生
ま
れ
た
方
）

住
所
要
件

基
準
日
現
在
（

月

日
）、
町
内

に

ヵ
月
以
上
住
ん
で
い
る
方
。

（
平
成

年

月

日
ま
で
に
転
入
届
を

さ
れ
て
、
引
き
続
き

ヵ
月
以
上
）

郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票

（
郵
便
等
投
票
）

下
表
に
該
当
さ
れ
る
方
は
、
郵
便
に
よ

る
不
在
者
投
票
が
出
来
ま
す
。

た
だ
し
、
町
選
挙
管
理
委
員
会
が
発
行

す
る
郵
便
等
投
票
証
明
書
が
必
要
で
す
。

郵
便
等
投
票
証
明
書
を
お
持
ち
の
方
で
投

票
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
町
選
挙
管
理
委

員
会
ま
で
投
票
用
紙
の
請
求
書
を
請
求
し

て
く
だ
さ
い
。

（
電
話
で
の
請
求
も
受
け
付
け
ま
す
。）

お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
選
挙
管
理
委
員
会

交付手帳など 障害・区分 等級など

身体障害者手帳

両下肢、体幹
級、 級

移動機能
心臓、腎臓、呼吸器

級、 級
膀胱、直腸、小腸

免疫機能 級 級

戦傷病者手帳
両下肢、体幹 特別項症から

第 項症

内臓機能 特別項症から
第 項症

介護保険の
被保険者証 介護状態区分 要介護

交付手帳など 障害・区分 等級など

身体障害者手帳

両下肢、体幹
級、 級

移動機能
心臓、腎臓、呼吸器

級、 級
膀胱、直腸、小腸

免疫機能 級 級

戦傷病者手帳
両下肢、体幹 特別項症から

第 項症

内臓機能 特別項症から
第 項症

介護保険の
被保険者証 介護状態区分 要介護

中
能
登
町
議
会
議
員
選
挙

第

回
全
日
本
競
歩
輪
島
大
会

月

日

輪
島
市

男
子
ジ
ュ
ニ
ア

第

位

船
木

知
憲
（
七
尾
高
）

第

回
北
信
越
小
学
生

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

月

日

新
潟
県

日時・場所
月 日（日）小雨決行 受付 午前 時
鹿島中学校グラウンド
その他
優勝及び準優勝した個人、チームは第 回石
川県小学生陸上競技大会に出場

第第第第第 回回回回回第 回
鹿鹿鹿鹿鹿島島島島島郡郡郡郡郡小小小小小学学学学学生生生生生鹿島郡小学生
陸陸陸陸陸上上上上上競競競競競技技技技技大大大大大会会会会会陸上競技大会

平
成

年
度

石
川
県
郡
市
対
抗
剣
道
大
会

月

日

石
川
県
立
武
道
館

団
体
の
部

第

位

鹿
島
郡

選
手

笹
谷
、
近
江
、
甲
部
、
中
井
、
正
谷
、

横
井
、
山
本
、
山
森
宣

、
畠
、
山
田
、

山
森
康

第

回
東
ア
ジ
ア
グ
ラ
ン
プ
リ
ホ
ー
プ
ス

卓
球
大
会
日
本
代
表
選
手
権
選
考
会

月

日

滋
賀
県

出
場
者

町
口

智
哉
（
良

川
）

第

回
能
登
地
区
少
年
柔
道
大
会

月

日

七
尾
武
道
館

団
体
の
部

第

位

鹿
西
少
年
柔
道
教
室

選
手

平
野
、
林
、
近
江
、
尾
崎
、
正
谷

個
人
の
部

年
生

第

位

平
野

一
喜
（
能
登
部
下
）

年
生

第

位

山
岸

健
弘
（
川

田
）

年
生

第

位

正
谷

智
希
（
能
登
部
下
）

第

位

深
田

志
穂
（
能
登
部
下
）

出
場
者

谷
内

文
香
（
高

畠
）

中
村

有
里
（
一

青
）

民
生
児
童
委
員
協
議
会

会

長

北
原

健
一
（
春

木
）

副
会
長

山
森

修
平
（
西
馬
場
）

谷
口

明
（
久

江
）

会

計

井
上

茂
雄
（
金

丸
）

監

事

宮
川

四
郎
（
大

槻
）

袋
井

彰
（
芹

川
）

幹

事

亀
井

信
子
（
新

庄
）

石
田

明
子
（
福

田
）

堂
前

昭
子
（
能
登
部
上
）

山
田
と
よ
子
（
良

川
）

藤
澤

淳
子
（
在

江
）

森
勢

初
子
（
能
登
部
上
）

曽
山
抄
恵
子
（
羽

坂
）

女
性
協
議
会

会

長

大
西

亮
子
（
二

宮
）

副
会
長

岡
部

順
子
（
上
後
山
）

角

久
子
（
二

宮
）

上
田

稔
子
（
黒

氏
）

書

記

北
村

和
江
（
末

坂
）

池
島

昌
代
（
瀬

戸
）

会

計

成
田
き
よ
子
（
西
馬
場
）

監

事

松
本

和
美
（
福

田
）

古
田

靖
子
（
小

竹
）

実
年
会

会

長

卜
部

忠
次
（
大

槻
）

副
会
長

木
屋

敏
路
（
井

田
）

谷
内

博
（
能
登
部
上
）

沢

正
敏
（
良

川
）

鳥
畑

猛
（
一

青
）

上
坂

一
郎
（
末

坂
）

池
島

隆
正
（
瀬

戸
）

事
務
局
長

澤

幸
樹
（
良

川
）

事
務
局
次
長

原
田

哲
之
（
井

田
）

今
井

衛
（
能
登
部
上
）

会

計

土
本

博
（
黒

氏
）

監

事

坂
口

照
身
（
良

川
）

胡
摩

清
（
新

庄
）

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会

長

松
田

文
雄
（
久

江
）

副
会
長

岡
野

武
夫
（
羽

坂
）

大
森

定
次
（
能
登
部
上
）

会

計

桶
井

要
次
（
藤

井
）

監

事

宮
川

政
直
（
大

槻
）

中
村

清
喜
（
金

丸
）

升

啓
一
（
在

江
）

中
能
登
町
体
育
指
導
委
員

委
員
長

横
山

隆
信
（
黒

氏
）

副
委
員
長

山
口

則
康
（
久

江
）

青
野

茂
樹
（
西
馬
場
）

指
導
員

平
場

栄
順
（
新

庄
）

石
過

良
則
（
今
羽
坂
）

指
導
員

神
野

恵
子
（
良

川
）

平
野
み
つ
子
（
黒

氏
）

加
藤
美
和
子
（
一

青
）

松
栄

正
弘
（
曽

祢
）

高
柳

信
次
（
水

白
）

毛
利

良
嗣
（
小
田
中
）

竹
野

昇
栄
（
坪

川
）

岡
野
定
隆
志
（
井

田
）

松
永

敏
明
（
二

宮
）

木
下

哲
久
（
二
宮
あ
お
ば
台

）

八
木

絹
枝
（
二

宮
）

駒
井

奈
美
（
高

畠
）

大
森

定
良
（
能
登
部
上
）

久
田

宏
明
（
能
登
部
下
）

谷

明
子
（
能
登
部
下
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

会

長

梶
井

順
子
（
金

丸
）

副
会
長

諏
訪

孝
子
（
小

竹
）

椎
間

孝
子
（
良

川
）

身
体
障
害
者
福
祉
会

会

長

曽
山

正
志
（
春

木
）

副
会
長

藤
井

一
男
（
金

丸
）

亀
井

駒
吉
（
高

畠
）

会

計

藤
井

利
雄
（
新

庄
）

監

事

本
橋

良
（
金

丸
）

徳
能

貞
夫
（
徳

前
）

遺
族
会

会

長

武
田

純
一
（
小

竹
）

副
会
長

甲
部

昭
夫
（
能
登
部
上
）

出
雲

幸
夫
（
末

坂
）

会

計

常
光

勝
（
能
登
部
上
）

監

事

小
坂

宏
明
（
徳

丸
）

高
柳

茂
子
（
能
登
部
下
）

女
性
部
長

築
山

す
ず
（
徳

前
）

壮
年
部
長

澤

幸
樹
（
良

川
）

母
子
寡
婦
福
祉
会

会

長

近
江

節
子
（
東
馬
場
）

副
会
長

堀
内
百
合
子
（
金

丸
）

会

計

長
屋

す
美
（
羽

坂
）

監

事

横
井

和
子
（
良

川
）

西
浦
フ
サ
子
（
下
後
山
）

鹿
島
地
区
更
生
保
護
女
性
会

会

長

卜
部

裕
子
（
大

槻
）

副
会
長

中
田

邦
子
（
良

川
）

端
井
智
恵
子
（
久

江
）

書

記

南
谷
久
美
子
（
瀬

戸
）

会

計

稲
葉
美
代
子
（
春

木
）

沢
井

光
子
（
良

川
）

監

事

長
原
千
鶴
子
（
末

坂
）

和
泉
喜
代
子
（
大

槻
）

月にかけ
て町内各種団体の
総会が行われ、役
員改選がありまし
た。新しく役員に
なられた方をご紹
介します。



中
能
登
町
の
繊
維
素
材
を
使
用
し
て
の

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

あ
な
た
も
モ
デ
ル
と
し
て
き
ら
び
や
か

な
衣
装
を
身
に
ま
と
い
、
ス
テ
ー
ジ
で
表

現
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
ご
応
募
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

募
集
人
員

女
性
（
ヤ
ン
グ

ミ
セ
ス
）
…

名

子
ど
も
（
男
女
問
わ
ず
）

…

名

そ
の
他

モ
デ
ル
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
の
ご
出

演
を
お
願
い
し
ま
す
。

月
に
数
回
の
練
習
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

・
中
能
登
町
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会

事
務
局
（
中
能
登
町
企
画
課
内
）

・
中
能
登
町
商
工
会

今
年
の
夏
を
盛
り
上
げ
る

熱
い
イ
ベ
ン
ト
は
…

日
本
各
地
で
学
ぶ
、
世
界
各
国
か
ら
か

ら
の
外
国
人
留
学
生
が
中
能
登
町
を
訪
れ

ま
す
。

留
学
生
は
日
本
語
の
分
か
る
方
ば
か
り

で
す
の
で
、
言
葉
の
心
配
は
い
り
ま
せ
ん
。

家
族
の
一
員
と
し
て
迎
え
て
国
際
交
流

を
楽
し
む
、
貴
重
な
ひ
と
と
き
を
す
ご
し

ま
せ
ん
か
。

ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
期
間

月

日
（
火
）

日
（
金
）

募
集
締
切

月

日
（
金
）

お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ラ
ピ
ア
鹿
島

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

町
で
は
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導

入
を
推
進
す
る
た
め
、
今
年
度
よ
り
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
さ
れ
る
家
庭
に

助
成
金
を
支
給
し
ま
す
。助
成
金
の
額
は
、

シ
ス
テ
ム
の
出
力
に
応
じ
て
最
大

万
円

ま
で
で
す
。
シ
ス
テ
ム
付
建
売
住
宅
を
購

入
さ
れ
る
場
合
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
保
健
環
境
課
（
鹿
西
庁
舎
）

用
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ク
リ
ー
ン
で
無
料
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
屋
根
に
設
置
し
た
パ
ネ
ル
で
受
け
と

め
、
電
気
を
作
り
出
す
の
が

太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム

で
す
。
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
は
、
基
本
的
に
一
度
設
置
す
れ
ば
、

数
年
お
き
の
点
検
を
す
る
だ
け
で
す
。

自
家
発
電
で
余
っ
た
電
気
は
売
れ
る

日
中
太
陽
光
で
発
電
し
、
使
い
切
れ
ず

余
っ
た
電
力
は
電
力
会
社
に
購
入
単
価
と

ほ
ぼ
同
額
で
売
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。年
間

を
通
し
て
、
買
う
電
気
代
よ
り
売
る
電
気

代
の
ほ
う
が
多
い
お
宅
も
あ
り
ま
す
。

花
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
サ
ル
ビ

ア
や
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
な
ど
季
節
ご
と
の

様
々
な
花
で
、
花
い
っ
ぱ
い
の
素
敵
な
花

壇
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

配
付
予
定
時
期

、

、

、

月
頃
の
年

回

花
の
種
類

パ
ン
ジ
ー
、
ビ
オ
ラ
、
サ
ル
ビ
ア
、

マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
、
葉
ボ
タ
ン
な
ど

年
会
費口

円

（

口
に
つ
き
ポ
ッ
ト
苗

本
程
度
）

お
申
し
込
み

各
庁
舎
窓
口
又
は
農
林
課（
鹿
島
庁
舎
）

に
申
込
書
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
要
事
項

を
記
入
し

月

日（
金
）ま
で
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

現
在
会
員
の
方
は
再
度
申
し
込
み
を
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
農
林
課
（
鹿
島
庁
舎
）

ハ
ウ
ス
村
で
栽
培
し
た
花
で
ご
自
宅

の
花
壇
を
彩
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
ま
せ
ん
か
？

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
っ
て
？

太
陽
の
光
か
ら
電
気
を
つ
く
る

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
さ
れ
て

い
る
個
人
住
宅
は
現
在
全
国
で
約

万
軒

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

地
球
温
暖
化
が
進
む
中
で
、
い
ま
環
境

に
や
さ
し
い
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活

設
置
費
用
は

設
置
費
用
は
、
だ
い
た
い

万
円

台
（
工
事
費
込
）
で
す
。
費
用
だ
け
で
考

え
れ
ば
、
高
価
な
設
備
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
長
い
目
で
見
る
と
電
気
代
は
安
く
な

る
で
し
ょ
う
。

健康ハウス憩の太陽光発電

可
憐
な
パ
ン
ジ
ー
や
ビ
オ
ラ

色
鮮
や
か
な
金
魚
草

メ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

留
学
生
が
中
能
登
町
の
伝
統
や
歴
史
を
体
験

お
別
れ
の
時
に
は
涙
も

月

日（
日
）

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
飛
翔
前

芝
生
広
場

昨年の より



中能登町内のいろいろな出来事を紹
介するコーナーです。
みなさんの周りでの身近な情報を知

らせてください。お待ちしています。

連絡先

中能登町末坂 部 番地
中能登町企画課（鳥屋庁舎）

メール
＠

交通安全の願いをこめて
春の全国交通安全運動初日の 月 日、鹿西

小学校近くの鹿西郵便局前で交通安全キャン
ペーンが行われました。
地元の区長さんなども参加し行われた今回の
キャンペーンは、事故が発生しやすい夕暮れ時
に行われ、早めのライト点灯など安全運転を呼
びかけました。

きれいな水できれいな町
豊かな自然、環境を守る下水道の仕組みを学

ぼうと、 月 日、鹿西地区女性協議会が鹿西
東部浄化センターを訪れました。
参加した 名の方々は、地球環境の保全など
多様な役割を担っている下水道施設の説明に、
熱心に耳を傾けていました。
見学についてのお問い合わせは、中能登町上
下水道課（ ）へ

おいしい春をお届け
一人暮らしのお年寄りに旬の味を味わっても
らおうと、民生委員のみなさんが手作りのタケ
ノコご飯の配食サービスを行いました。
民生委員さんがお昼前にお届けすると、受け
取ったお年寄りのみなさんは口々に ありがと
う 楽しみに待っていました と笑顔で答え
ていました。

能登部駅に駐車場が完成
能登部駅利用者のための

無料駐車場が、駅舎横に完
成し、能登部駅がさらに利
用しやすくなりました。

駐車可能台数
台

史跡やブナ林を巡り、新緑を満喫
月 日、青空の下で石動ウォーキングが開催され、集まっ

た約 人が緑豊かな石動山のウォーキングを楽しみました。
コースに分かれて

行われたウォーキング
では、それぞれボラン
ティアガイド いする
ぎ 夢 案内 のみな
さんが石動山の歴史な
どを紹介しながら案
内。
ウォーキングの後

は、縁日市で修験者が
食べたといわれる行者
鍋などを堪能し、新緑
の石動山を満喫しまし
た。

駅の美化にご協力ください
月 日、 代目の夢おりもの展示館クリーンアップガール

と 能登二宮駅さわやか駅長の委嘱状交付式が行なわれまし
た。 年間、能登二宮駅の美化ボランティアにご協力いただき
ます。駅利用者や町民のみなさんのご協力もお願いします。
新クリーンアップガール・さわやか駅長
小谷朋美（武部） 曽我麻美（武部） 山本美貴（二宮）
土田英恵（二宮） 邑元泰菜（二宮） 坂口 望（徳前）



中能登町役場では温室
効果ガスの削減目標を設
定し、温室効果ガスの排
出抑制のための率先した
行動を取るため、法律に
基づく中能登町地球温暖
化防止実行計画を昨年度
策定しました。計画の概
要をお知らせします。

前回ご紹介したとおり、町役場の事務および事業の実施に伴う温室効果
ガスの排出量は 年度で （ 換算）で、主な排出要因は電
気使用、燃料使用です。この結果から燃料の消費、電気の使用などについ
て数値目標を設定し、目標達成のための取組を推進します。

活動の種類 削 減 率
燃料の消費 ％削減
電気の使用 ％削減
自動車の走行 ％削減
廃棄物の焼却 ％削減
下水・し尿等の処理 ％削減

活動の種類 削 減 率
燃料の消費
電気の使用
自動車の走行
廃棄物の焼却
下水・し尿等の処理

温室効果ガス排出量の削減目標

基準年度より ％削減
平成 年度を基準年度とし、計画期間である平成 年度までに ％削

減することを目標とします。

次回は…

温室効果ガス排出量

削減のため具体的取

組内容について

次回は…

温室効果ガス排出量

削減のため具体的取

組内容について

日 時 月 日（水）午前 時 分
場 所 さくら保育園
対 象 歳児（未入園児も無料で参加可能）
締切り 月 日（火）
問合せ さくら保育園子育て支援センター

日
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
教
室

さ
く
ら
保
育
園

日
な
か
よ
し
広
場

さ
く
ら
保
育
園

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
教
室

こ
す
も
す
保
育
園

お
さ
ん
ぽ

と
り
や
の
の
保
育
園

日
な
か
よ
し
広
場

こ
す
も
す
保
育
園

日
な
か
よ
し
広
場

た
ん
ぽ
ぽ
保
育
園

こ
す
も
す
保
育
園

日
お
話
の
会

と
り
や
の
の
保
育
園

す
く
す
く
相
談

つ
く
し
保
育
園

日
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
教
室

こ
す
も
す
保
育
園

月月
のの
行行
事事

月
の
行
事

いつまでも健康に生活するためには、定期的に健診を受診し、自分の健康をチェックすることが大切です。
自分は健康だから大丈夫 そう思っていても、気がつかないうちに進行していく病気もあります。健診は
そんな自覚症状のない病気の兆候を発見し、生活習慣を見直すいいチャンス。健康な毎日のために年 回は
健診を受けましょう。
中能登町では生活習慣病予防やがんの早期発見のため、基本健康診査や各種がん検診を実施します。
日程・会場・お申し込みなど、詳しくは 平成 年度健康ひろば および、保健推進員さんから各世帯に配
布された 集団検診のご案内 平成 年度健康診査日程表 をご覧ください。

健診の種類
基本健康診査
結核検診
がん検診 胃・肺・大腸

乳・甲状腺・子宮
前立腺がん検診（ 歳以上の男性）

骨粗しょう症検診（ 歳以下の女性）

メタボリック・シンドロームの予防から介護予防のために
新しく健診項目が追加されます。
歳以下の方 腹囲測定・尿酸（血液検査）
歳以上の方 介護予防健診

（運動 栄養 口腔の状態などを問診、診察します。）

肝炎ウイルス検診は今年度が検診最終年度です
肝炎ウイルス検査を受けたことのない 歳（平成 年 月
日時点で）の方は受診してください。基本健康診査を実施す
る各会場で受けることができます。

絹ごし豆腐 丁
おつゆ麩 個
ベーコン 枚
コーンスープの素

袋
牛乳
万能ねぎ 本

下処理
絹ごし豆腐を 等分にする。 おつゆ

麩を水に 分ほど浸し、水気をしぼる。
ベーコンを 幅に切る。 牛乳

を温める。 万能ねぎを小口切りにする。
作り方
耐熱容器にコーンスープの素を入れ、
温めた牛乳を加え混ぜる。 に豆腐、
おつゆ麩、ベーコンを加え、最後に万能
ねぎをかける。 オーブントースターで
分ほど焼いて出来上がり。

日時
月 日（日）午前 時 時
受付は午前 時 午前 時 分

会場
保健センターかしま
内容
歯科検診、歯みがき指導、
虫歯予防処置（フッ化物歯面塗布）
対象
町民の方
無料で受診できます。

お問い合わせ
保健センターかしま

材材
料料
【【

人人
分分
】】

材
料
【

人
分
】

すすすすべべべべててててのののの子子子子どどどどももももたたたたちちちちがががが健健健健ややややかかかかすべての子どもたちが健やか
にににに成成成成長長長長すすすするるるるここここととととをををを願願願願っっっってててて…………に成長することを願って…
子子子子育育育育ててててをををを応応応応援援援援ししししまままますすすす子育てを応援します
育育育育児児児児のののの悩悩悩悩みみみみ相相相相談談談談をををを受受受受けけけけてててていいいいまままま育児の悩み相談を受けていま
すすすす。。。。一一一一人人人人でででで悩悩悩悩ままままなななないいいいででででおおおお気気気気軽軽軽軽す。一人で悩まないでお気軽
ににににごごごご利利利利用用用用くくくくだだだだささささいいいい。。。。にご利用ください。

たんぽぽ保育園 こすもす保育園
あおば保育園 つくし保育園
さくら保育園 とりやのの保育園

作作

りり

方方

作

り

方

温室効果ガス排出量削減のための数値目標（個別）

日
手
遊
び
の
会

と
り
や
の
の
保
育
園

日
す
こ
や
か
セ
ミ
ナ
ー

こ
す
も
す
保
育
園

日
な
か
よ
し
広
場

つ
く
し
保
育
園

日
花
ま
つ
り

と
り
や
の
の
保
育
園

日
す
こ
や
か
セ
ミ
ナ
ー

つ
く
し
保
育
園

日
な
か
よ
し
広
場

あ
お
ば
保
育
園

日
す
く
す
く
相
談

こ
す
も
す
保
育
園

日
な
か
よ
し
広
場

た
ん
ぽ
ぽ
保
育
園

月月
のの
行行
事事

月
の
行
事

鹿島郡街頭歯科検診鹿島郡街頭歯科検診

（ ）



ど
ん
な
こ
と
で
も
気
軽
に

心
配
ご
と
相
談

日
時
・
場
所

月

日（
月
）

午
後

時

時

・
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
身
障
室

・
鹿
島
庁
舎
相
談
室

・
鹿
西
庁
舎

階
相
談
室

お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
社
会
福
祉
協
議
会

月

日

日
は

春
の
行
政
相
談
強
調
週
間

総
務
省
で
は
、
国
民
の
皆
様
か
ら

行
政
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
・
要
望

を
受
け
付
け
、
行
政
運
営
の
改
善
に

反
映
さ
せ
る
行
政
相
談
業
務
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
行
政
相
談
委
員
、
石

川
行
政
評
価
事
務
所
で
受
け
付
け
ま

す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

町
の
行
政
相
談
委
員

正
木

芳
樹
（
羽

坂
）

毛
利

敏
江
（
小
田
中
）

星
野
智
恵
子
（
下
後
山
）

お
問
い
合
わ
せ

総
務
省
石
川
行
政
評
価
事
務
所

困
り
事
お
聞
き
し
ま
す

特
設
行
政
人
権
相
談
所

日
時
・
場
所

月

日（
木
）

鹿
西
庁
舎

階
相
談
室

月

日（
木
）

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
身
障
室

鹿
島
庁
舎
相
談
室

鹿
西
庁
舎

階
相
談
室

月

日（
木
）

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
身
障
室

時
間
は
午
後

時

分

時

お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
福
祉
課
（
鹿
西
庁
舎
）

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す

結
婚
相
談

日
時
・
場
所

月

日
（
月
）

午
後

時

時

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
身
障
室

月

日
（
月
）

午
後

時

時

鹿
西
庁
舎

階
集
会
室

月

日
（
月
）

午
後

時

分

時

分

鹿
島
庁
舎

階
相
談
室

お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
企
画
課
（
鳥
屋
庁
舎
）

一
人
で
悩
ま
ず
弁
護
士
に

七
尾
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

日
時
・
場
所

月

、

日

月

、

日

午
後

時

分

七
尾
駅
前
パ
ト
リ
ア

階

相
談
料分

以
内

千
円
（
要
予
約
）

お
問
い
合
わ
せ

金
沢
弁
護
士
会

役場へのお問い合わせは

鳥屋庁舎
総務課
財政担当
窓口サービス担当
企画課
情報担当
地域振興担当
税務課
会計課
議会事務局

鹿島庁舎
監理課
地籍担当
窓口サービス担当
土木建設課
農林課
商工観光課
上下水道課

鹿西庁舎
住民課
窓口サービス担当
保健環境課
福祉課
保育担当
介護担当
教育文化課
生涯学習課
スポーツ担当

緑
の
募
金
に
ご
協
力
を

月

日
ま
で

お
い
し
い
水
、
き
れ
い
な
空
気
、

心
の
や
す
ら
ぎ
…

森
林
は
私
た
ち

の
豊
か
な
暮
ら
し
を
支
え
、
地
球
の

大
切
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
未

来
の
た
め
、
次
世
代
の
た
め
に
、
森

林
を
育
て
ま
し
ょ
う
。

募
金
は
、
石
川
県
に
お
け
る
森
林

の
整
備
及
び
緑
化
の
推
進
、
並
び
に

こ
れ
ら
に
係
る
国
際
協
力
の
推
進
を

図
り
、
県
民
が
豊
か
な
緑
と
水
に
恵

ま
れ
た
快
適
な
生
活
環
境
が
維
持
で

き
る
よ
う
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
山
の
木
が
林
道

を
ふ
さ
い
で
い
ま
せ
ん
か

今
冬
の

年
ぶ
り
と
も
い
わ
れ
た

大
雪
の
融
雪
期
が
過
ぎ
、
雪
に
よ
る

山
の
倒
木
の
被
害
が
段
々
と
聞
か
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

あ
な
た
が
所
有
し
て
い
る
山
で
、

融
雪
被
害
を
受
け
た
倒
木
な
ど
に

よ
っ
て
林
道
の
通
行
を
妨
げ
て
い
ま

せ
ん
か
。
山
の
所
有
者
の
み
な
さ
ん

は
近
い
内
に
林
道
を
踏
査
し
、
該
当

箇
所
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
撤
去
・
処

分
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。な

お
、
撤
去
に
要
す
る
労
力
や
費

用
は
基
本
的
に
所
有
者
負
担
と
な
り

ま
す
。
倒
木
し
て
い
る
と
は
い
え
、

木
は
所
有
者
の
も
の
で
す
の
で
、
所

有
者
の
責
任
で
処
理
を
お
願
い
し
ま

す
。

お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
農
林
課
（
鹿
島
庁
舎
）

有
害
鳥
獣
の
駆
除
を

実
施
し
ま
す

稲
の
稚
苗
を
荒
ら
す
カ
ラ
ス
な

ど
、
有
害
鳥
獣
を
銃
器
な
ど
で
駆
除

し
ま
す
。

日

時月
中
旬
か
ら

月
中
旬
頃

（
予
定
）

場

所
町
内
一
円

お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
農
林
課
（
鹿
島
庁
舎
）

安
全
と
お
い
し
さ
ご
く
り

水
道
水

月

日
か
ら

日
は
、
第

回

水
道
週
間
で
す
。

よ
り
質
の
高
い
、
町
民
に
信
頼
さ

れ
る
水
道
を
構
築
し
、
安
全
で
良
質

な
水
を
安
定
的
に
供
給
で
き
る
水
道

の
整
備
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
地

震
な
ど
災
害
に
強
い
水
道
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
理
解
・

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

一
般
開
放
の
お
知
ら
せ

日

時月

日（
日
）

午
前

時

分

会

場
石
川
県
鶴
来
浄
水
場
（
白
山
市
）

内

容浄水
場
の
施
設
見
学
、
実
験
教
室

ハ
ー
ブ
テ
ィ
試
飲
な
ど

先
着
で

名
に
お
花
（
ポ
ッ

ト
苗
）
プ
レ
ゼ
ン
ト

お
問
い
合
わ
せ

手
取
川
水
道
事
務
所

電
波
を
利
用
す
る
に
は

無
線
局
の
免
許
が
必
要

免
許
を
受
け
ず
に
開
設
し
た
無
線

局
は
不
法
無
線
局
と
い
い
ま
す
。
不

法
無
線
局
を
開
設
し
た
場
合
に
は
、

電
波
法
違
反
と
な
り

年
以
下
の
懲

役
ま
た
は

万
円
以
下
の
罰
金

が
科
せ
ら
れ
ま
す
。
絶
対
に
や
め
ま

し
ょ
う
。

お
問
い
合
わ
せ

総
務
省
北
陸
総
合
通
信
局

き
れ
い
で
、
気
持
ち
良
く

利
用
で
き
る
良
川
駅
を

良
川
駅
を
愛
す
る
会
を
中
心
に
、

良
川
駅
周
辺
を
清
掃
し
ま
す
。
一
般

の
方
も
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日

時月

月
の
第

日
曜
日

午
前

時

（
次
回
は

月

日
）

町内の環境美化、緑化を推進するため、各地区、各
団体ごとにご協力お願いします。
日時

月 日（日）午前 時 時（小雨決行）
（荒天中止の場合は 時 分に防災無線でお知らせ）

お願い
作業内容、作業箇所などについては各地区または団体
ごとに決定してください。（例 草刈、花壇整備など）
作業に必要となる用具、燃料等は各地区または団体
で準備してください。
作業後のごみは、分別の上ごみ収集日に集積場に出
すなど、地区または団体で処理してください。
事故、怪我など無いようご注意ください。
主唱
中能登町 中能登町公民館 中能登町社会福祉協議会



平
成

年
度
石
川
県

職
員
等
採
用
候
補
者
試
験

試
験
公
告
日

石
川
県
職
員
（
大
学
卒
程
度
）

月

日
（
水
）

石
川
県
職
員（
高
校
・
短
卒
程
度
）

月

日
（
月
）

警
察
官

・
女
性
警
察
官

月

日
（
水
）

警
察
官

・
女
性
警
察
官

月

日
（
月
）

お
問
い
合
わ
せ

石
川
県
人
事
委
員
会
事
務
局

小
学

年
生

高
校

年
生

の
夏
休
み
海
外
派
遣

内

容
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
学
校
体
験
な
ど

お
申
し
込
み

月

日（
金
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ

財
団
法
人
国
際
青
少
年
研
修
協
会

楽
し
く
踊
り
ま
し
ょ
う

夢
園
会
会
員
募
集

稽
古
日
時
・
場
所

毎
月
第

第

金
曜
日

午
前

時

時

鳥
屋
公
民
館

階
和
室

お
問
い
合
わ
せ

夢
園
会

亀
井

み
ん
な
集
ま
れ

つ
ば
さ
祭
り

日
時
・
場
所

月

日（
日
）
午
前

時

つ
ば
さ
の
会
正
面

内

容
と
り
や
味
噌
の
大
鍋
、
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
、
模
擬
店
、
バ
ザ
ー

ご
家
庭
に
あ
る
未
使
用
の
日
用
品

な
ど
を
お
譲
り
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

つ
ば
さ
祭
り
実
行
委
員
会

中
能
登
町
将
棋
愛
好
会

発
足
記
念
大
会

日
時
・
場
所

月

日（
日
）
午
前

時

ラ
ピ
ア
鹿
島
和
室

参
加
資
格

町
内
在
住
者
、
町
内
勤
務
者

競
技
方
法

チ
ー
ム

名
（
個
人
参
加
可
）

参
加
費人

円
（
昼
食
含
む
）

子
ど
も
は
無
料
（
昼
食
有
り
）

お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
将
棋
愛
好
会

稲
葉

青
年
層
が
中
心
の
団
体
の
活

動
を
補
助
し
ま
す

対
象
団
体

町
内
に
活
動
の
拠
点
を
置
き
、

名
以
上
の
会
員
を
有
し
、

歳

以
下
の
町
在
住
者
を
概
ね
半
数
含

ん
で
い
る
団
体
及
び
サ
ー
ク
ル

で
、
次
の
活
動
を
行
う
こ
と
に
よ

り
町
内
の
青
年
層
の
活
動
活
性
化

に
寄
与
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る

団
体
。

ス
ポ
ー
ツ
活
動

文
化
活
動

社
会
奉
仕
活
動

そ
の
他
、
特
に
認
め
た
活
動

補
助
金
の
交
付
額

補
助
金
の
交
付
額
に
つ
い
て
は
、

団
体
の
活
動
に
要
し
た
金
額
の

分
の

以
内
。（

万
円
を
上
限
）

申
請
手
続
き

申
請
書
を
提
出

お
問
い
合
わ
せ

鳥
屋
公
民
館

中
小
企
業
者
を

支
援
し
ま
す

町
で
は
、
町
内
中
小
企
業
者
の
支

援
策
と
し
て
、
石
川
県
制
度
融
資
を

借
り
受
け
る
場
合
に
石
川
県
信
用
保

証
協
会
に
支
払
っ
た
保
証
料
に
対
す

る
補
助
制
度
を
新
た
に
設
け
ま
し
た
。

対
象
と
な
る
石
川
県
制
度
融
資

地
域
商
工
業
活
性
化
融
資
、
経
営

革
新
等
支
援
融
資
、
業
転
換
支
援

融
資
、
創
業
者
支
援
融
資
、
小
口

融
資

経
営
安
定
支
援
融
資
、
連

鎖
倒
産
防
止
・
災
害
対
策
融
資

補
助
額

信
用
保
証
協
会
に
支
払
っ
た
保
証

料
の

以
内（

万
円
を
上
限
）

お
問
い
合
わ
せ
・
申
請
は

中
能
登
町
商
工
観
光
課

（
鹿
島
庁
舎
）

調
理
師
試
験
準
備
講
習
会

受
講
者
募
集

日
時
・
場
所

月

日
、

月

日
、

日
、

日
羽
咋
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
者

調
理
師
試
験
願
書
を
保
健
所
へ
提

出
さ
れ
た
方

受
講
料

円

お
申
し
込
み
期
間

月

日

月

日
ま
で

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

羽
咋
市
調
理
師
会

担
当
・
川
原

（
料
理
旅
館
か
わ
ら
内
）

看
護
職
の
再
就
職
支
援

講
習
会
を
実
施
し
ま
す

日
時
・
場
所

月

日（
月
）

日（
金
）

月

日（
月
）

日（
金
）

石
川
県
看
護
研
修
セ
ン
タ
ー

対
象
者

看
護
の
免
許
所
有
者
で
、
現
在
看

護
業
務
に
つ
い
て
い
な
い
方

お
申
し
込
み
期
間

月

日（
月
）ま
で

月

日（
月
）ま
で

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

石
川
県
看
護
研
修
セ
ン
タ
ー

生
涯
学
習
指
導
者
養
成

講
座
受
講
者
募
集

生
涯
学
習
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と

し
て
あ
な
た
の
経
験
を
生
か
し
ま
せ

ん
か
。
資
格
取
得
時
に
は
、
町
の
助

成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

歳
以
上
の
方
で
や
る
気
が
あ
れ

ば
ど
な
た
で
も
受
講
で
き
ま
す
。

学
習
期
間

ヵ
月
間

受
講
料

円

別
途
入
学
金

円
必
要

町
助
成
金

円

お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
生
涯
学
習
課

（
鹿
西
庁
舎
）

中能登町の下水道
整備率 ％
普及率 約 ％
（ 月 日現在）

下水道の種類
下水道は、下水道法により大きくは公共下水道、流域下水道及び都市下水路の つに分けられています。下水
道に類似するものとしては、農林水産省所管の農業集落排水事業や環境省所管のし尿浄化槽と合併処理浄化槽の
汚水処理施設がありますが、それぞれの地域の特性に応じて、効率的、かつ、計画的な整備が図られております。

公共下水道
公共下水道とは、家庭や工場などからの下水を直接に受け入れる下水道です。この公共下水道のうち下水処理

場があるものを単独公共下水道といい、下水処理場がなく、下水道管の下流（流末）を、都道府県が行う流域下
水道につなぐものを流域関連公共下水道といいます。

農業集落排水
農業集落排水施設の最大の特徴は、農村の特性を最大限に生かし

つつ、数集落単位で汚水を処理して水路や河川に戻すという小規模
分散方式を採用していることです。この方式により、集落から排出
される生活排水を下流で再び農業用水や生活環境用水として繰り返
し利用することができます。

小型合併処理浄化槽
台所やお風呂などの生活雑排水と、し尿をあわせて浄化する装置

のことです。

月
町
営
住
宅
入
居
状
況

住

宅

名

戸
数

空
き
状
況

黒

氏

住

宅

戸

空
き
室
な
し

末

坂

住

宅

戸

空
き
室
な
し

末
坂
第

住
宅

戸

空
き
室
な
し

コ
ー
ポ
と
り
や

戸

戸

春

木

住

宅

戸

空
き
室
な
し

川

田

住

宅

戸

空
き
室
な
し

芹

川

住

宅

戸

空
き
室
な
し

久

江

住

宅

戸

空
き
室
な
し

金

丸

住

宅

戸

戸

募
集
期
間

月

日

日

受
付
時
間

午
前

時

午
後

時

土
・
日
曜
、
祝
日
は
受
付
し
て
い
ま
せ
ん
。

墓
地
公
苑

使
用
者
募
集
状
況（
随
時
受
付
中
）

名

称

型

面
積

永

代
募
集

（

）

使
用
料
区
画

文
崎
墓
地

型

万
円

型

万
円

墓
地
公
苑

と
り
や

型

万
円

墓
地
公
苑

に
の
み
や

型

万
円

型

万
円

お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
監
理
課
（
鹿
島
庁
舎
）

月
町
営
住
宅
入
居
状
況

住

宅

名

戸
数

空
き
状
況

黒

氏

住

宅

戸

空
き
室
な
し

末

坂

住

宅

戸

空
き
室
な
し

末
坂
第

住
宅

戸

空
き
室
な
し

コ
ー
ポ
と
り
や

戸

戸

春

木

住

宅

戸

空
き
室
な
し

川

田

住

宅

戸

空
き
室
な
し

芹

川

住

宅

戸

空
き
室
な
し

久

江

住

宅

戸

空
き
室
な
し

金

丸

住

宅

戸

戸

墓
地
公
苑

使
用
者
募
集
状
況（
随
時
受
付
中
）

名

称

型

面
積

永

代
募
集

（

）

使
用
料
区
画

文
崎
墓
地

型

万
円

型

万
円

墓
地
公
苑

と
り
や

型

万
円

墓
地
公
苑

に
の
み
や

型

万
円

型

万
円

お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
監
理
課
（
鹿
島
庁
舎
）



た
か
さ
ご
や

夫
に
な
る
人

妻
に
な
る
人

住
所

川
口

勇

三
門

紋
子
（
春

木
）

お
め
で
た

氏

名

届
出
人

住
所

堀
内

優

誠

英

幸

（
徳

前
）

合
田

明
日
香

雅

仁

（
曽

祢
）

佐
波

夢

徠

勝

己

（
井

田
）

坂
口

由

宇

淳

（
芹

川
）

宮
川

晃

世

武

志

（
能
登
部
下
）

山
本

桜
太
郎

伸

幸

（
能
登
部
下
）

島
崎

絆

和

也

（
春

木
）

西
井

陸

翔

祐

也

（
井

田
）

藤
井

実

結

謙

策

（
黒

氏
）

お
く
や
み

氏

名

年
齢

住

所

日

光

貞

夫

歳
（
水

白
）

澤

井

剛

歳
（
能
登
部
下
）

北

口

ち

よ

歳
（
徳

前
）

神

保

よ
し
の

歳
（
良

川
）

櫻

井

金

満

歳
（
水

白
）

畠

幸

作

歳
（
能
登
部
下
）

奥

井

憲

一

歳
（
久
乃
木
）

坂

本

枝

歳
（
今
羽
坂
）

三

浦

武

男

歳
（
能
登
部
下
）

岡

島

信

子

歳
（
曽

祢
）

田

中

と
い
の

歳
（
二

宮
）

宮

下

あ
さ
子

歳
（
徳

丸
）

上

田

洋

子

歳
（
久

江
）

大

森

タ

ミ

歳
（
能
登
部
下
）

坂

井

キ

ク

歳
（
良

川
）

中

村

浩

歳
（
能
登
部
下
）

橋

本

光

子

歳
（
一

青
）

原

節

子

歳
（
久

江
）

達

菊

枝

歳
（
尾

崎
）

お
断
り

こ
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
掲
載
は
、
当
町
に
住
所
を

有
す
る
方
が
当
町
で
届
出
を
し
、
掲
載
希
望
が
あ

る
方
の
み
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
他
市
町
村
で

届
出
さ
れ
、
掲
載
を
希
望
す
る
場
合
は
、
住
民
課
（

）
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

固
定
資
産
税

第

期

軽
自
動
車
税

全
期

国
民
健
康
保
険
税

第

期

介
護
保
険
料

第

期

上
下
水
道
料

月
使
用
分 当

町
に
住
所
を

有
す
る
方
が
当
町
で
届
出
を
し
、
掲
載
希
望
が
あ

る
方
の
み
と

と
し
て

林

能
次
さ
ん（
大
阪
府
）よ
り

万
円

成
田

勉
さ
ん（
能
登
部
上
）よ
り

万
円

近
江

隆
司
さ
ん（
大
阪
府
）よ
り

万
円

匿
名
希
望
の
方（
中
能
登
町
）
よ
り

万
円

と
し
て

山
邉

信
一
さ
ん（
奈
良
県
）よ
り

万
円

堂
前

武
雄
さ
ん（
大
阪
府
）よ
り

千
円

佐
近

菊
松
さ
ん（
大
阪
府
）よ
り

万
円

高
名

貞
夫
さ
ん（
兵
庫
県
）よ
り

万
円

延
命

信
行
さ
ん（
大
阪
府
）よ
り

万
円

ご
厚
志
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

月

日

安
田
医
院

日

今
井
医
院

月

日

鍛
冶
医
院

日

藤
田
医
院

月

日

公
立
能
登
総
合
病
院

日

せ
い
し
ゅ
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク

月

日

恵
寿
総
合
病
院

日

公
立
能
登
総
合
病
院

環
境
日
本
海
サ
ー
ビ
ス
公
社

月

日

日

黒
氏
一
青
黒
氏
新
町
良
川

月

日

日

廿
九
日
川
田
新
庄

月

日

日

羽
坂
大
槻
春
木
瀬
戸
花
見
月

月

日

日

末
坂
深
沢

月

日

日

尾
崎
水
白
久
江
小
田
中
福
田

月

日

日

藤
井
高
畠
小
金
森
曽
祢

月

日

日

在
江
坪
川
西
久
乃
木
武
部

二
宮
徳
前
浅
井
芹
川

月

日

日

井
田
小
竹
最
勝
講
東
馬
場

月

日

日

能
登
部
下
上
後
山
下
後
山

月

日

月

日

金
丸

月

日

日

西
馬
場
能
登
部
上
縄
手
徳
丸

月

日

月

日

受
付
分

お 詫 び と 訂 正

広
報
な
か
の
と

月
号
の

職
員
の

人
事
異
動

の
記
事
に
お
い
て
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。
読
者
な
ら
び
に
関
係
者

の
み
な
さ
ま
に
大
変
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
お
詫
び
申
し
上

げ
、
こ
こ
に
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

住
民
課

中
村

康
照

保
健
環
境
課

洞

章
子

た
ん
ぽ
ぽ
保
育
園

池
岡

麻
美

広
瀬

愛

お 詫 び と 訂 正

石川県を舞台に制作される
映 画

の特集コーナーを設けてお
ります。ビデオから漫画、
釣りの本などを揃えておりますので、どうぞ、ご
利用ください

今月は、 館より新
刊図書・紙芝居、また、
釣りバカ日誌 関連
資料をご紹介します。

草花遊び、野外遊び、室内遊びなど、昔なつか
しい遊びが紹介されています。今の子どもたちへ
伝えて行きたいものも載っています。どうぞ、ご
利用ください。

みんなの大好きな紙芝居がはいりました。ユー
モア民話のへっこきよめやまほうのこなぐすり、

おくちをあーんやにこ
にこおへんじ、ねんね
ねんねなど、乳幼児紙
芝居も入りました。見
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。
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。
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ら
れ
る
よ
う
、
今
後
も
地
域
の

た
め
に
頑
張
っ
て
行
き
ま
す
。
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島
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